
山形県離島振興計画の
進捗状況と今後の展開方向
【離島振興計画フォローアップ】

山形県離島振興計画（令和５年度～14年度）の進捗状況と今後
の展開方向（令和６年度末までの状況）を次のとおりとりまと
めました。

令和７年８月

山形県庄内総合支庁



目標１安全・安心・安定・快適な環境の島

（主な施策）

定期船の安全・安定運航

○ 船舶の安定運航に資する取組の推進

○ 島民の本土との往来に係る負担軽減のための
費用軽減策の推進

政策１島民の生活と観光を支える地域交通の充実

○ 乗船に係るサービス向上のための運賃精算
方法等のデジタル化推進

（主な取組みの進捗状況と今後の展開方向）

◆ 勝浦地区防波堤の耐震・耐津波対策を実施

⇒ 漁港施設機能強化事業により勝浦地区防波堤工事の早期完成を目指す

◆ 定期船の更新に係る内部検討を実施

⇒ 定期船の更新（新造船）に向け、関係者協議等を実施していく

◆ 離島住民運賃割引の開始（R7.4.1～）に向けた準備

⇒ R7.4.1からの割引開始に向けて進めていく

◆ 定期船乗船予約システムの運用を開始、乗船券販売システムを更新

⇒ POSレジシステム、二次元コードチケットシステム、キャッシュレス精算券売機の導入

により、引き続き、利便性の向上、混雑緩和、業務効率化等の実現を目指していく

定期船とびしま



目標１安全・安心・安定・快適な環境の島

（主な施策）

医療提供体制の確保

○ オンライン診療の充実と医療従事者の確保

生活環境の保全

○ 海岸漂着ごみ清掃活動の継続実施

政策２生活環境基盤の整備による島の活性化

防災・減災の取組の推進

○ 避難における安全確保の推進

インフラ・ライフラインの整備と充実

○ 石油製品販売事業者・ガス事業者への支援

○ 飛島簡易水道の管路等の更新

（主な取組みの進捗状況と今後の展開方向）

◆ 派遣医師による週末診療・オンライン診療、常勤看護師により安定的に医療を提供

⇒ 飛島診療所への運営費補助や他機関と連携した医療提供を継続的に実施していく

◆ 飛島クリーンアップ作戦、学生応援クリーンアップ等を毎年実施

⇒ 産学官民の協働により海岸漂着ごみの清掃活動を継続的に実施していく

◆ 山グラウンドに計画的な備蓄を行うとともに、飛島津波避難啓発の動画や
リーフレットで周知

⇒引き続き、備蓄の充実に努めるとともに、防災・減災に向けた啓発を行う

◆ ガス・燃油運搬関連経費に係る減免措置の実施

⇒ 引き続き、ガス・燃油運搬関連経費に係る減免措置を実施

◆ 配水管の更新工事（施設規模適正化・耐震化）を実施（勝浦浄水場の南側243.9mの工事が完了）

⇒ 令和７年度は勝浦地区配水管440m更新工事を予定

飛島クリーン
アップ作戦



目標２持続可能な産業が育つ島

（主な施策）

交流観光の充実による島の活性化

○ 観光客受け入れ体制の強化と島内観光の快適
性の向上、島内観光施設の適切な維持管理

○ 隠れた観光資源の発掘による観光客の誘引

政策３観光や産業の展開による島の持続的発展

新規就業支援や新たな調査研究を通じた漁業の振興

○ 飛島ブランド海産物の差別化

自然環境や伝統を活かした特産品の開発

○ かんきつ類の生育状況調査の継続実施

（主な取組みの進捗状況と今後の展開方向）

◆ 遊歩道の草刈り、ジオルートの点検、公衆トイレの維持管理を実施

⇒ 引き続き遊歩道の環境整備や施設の適切な維持管理を実施していく

◆ 近隣県で観光客向けPR、首都圏で旅行会社向けプロモーションを実施

⇒ 引き続きイベント等でのPRや旅行会社向けプロモーションを実施していく

◆ 飛島産水産物の消費拡大等を目指し「とびしま応援店」事業を実施

⇒ 加盟店増加により更なる消費拡大と知名度アップを目指していく

◆ すだち等の４種類の複数の樹種・品種の適応性試験を実施

⇒ 今後初結実が見込まれるレモン「璃の香」の果実調査を含め、適応性を検討

◆ 試験栽培した飛島産すだちを島内宿泊施設に試験提供、島内企業により

「すだちアイス」「すだちサワー」 「すだち塩」として販売・提供

⇒ かんきつ類の栽培を志向する島民への相談に対応していく

すだちアイス



目標３新技術を活用し一緒に可能性をひろげる島

（主な施策）

光ファイバー網を使った通信環境整備と事業展開

○ 島内の様々な場所での通信回線利用に向けた
さらなる通信環境整備の検討

○ デジタルコンテンツによるイベント等の創造
を通じた交流人口・関係人口の拡大

政策４新たな技術の活用による島の課題解決

ＩＣＴ等新技術を活用した実証実験による
島の活性化

○ 社会貢献や実証実験を呼び込む仕組み
づくりの検討

（主な取組みの進捗状況と今後の展開方向）

◆ とびしまマリンプラザ、山グラウンド公衆トイレ、とびしま総合

センターの島内３か所に公衆無線LANを設置

⇒ 島の電波状況を踏まえ、さらなる通信環境の改善・整備を検討
していく

◆ 民間企業等により、「とびしまコスプレ合宿（キャンプ）」などの

イベント開催や飛島を舞台とするアニメ作品の制作等が展開

⇒ 行政側からも各種SNSを通じた情報発信等の支援を行っていく

◆ 国土交通省「スマートアイランド推進実証調査」（R3~R5）において、

ロボットの遠隔操作による除草作業・海ごみ回収作業等の実証実験を展開

⇒ 実証実験を踏まえた実装の試みや新たな実証実験の展開を推進していく

遠隔操作による
海ごみ回収作業



目標４関わりたい・気軽に行ける・暮らしたい島

（主な施策）

自然環境や環境資源の保護

○ ウミネコ繁殖地の保護

○ バードウォッチング環境の整備と維持

政策５豊かな自然・観光資源の保全と活用

鳥海山・飛島ジオパークを通じた島の周知と発展

○ ユネスコ世界ジオパークの認定に向けた
飛島の周知活動の強化

（主な取組みの進捗状況と今後の展開方向）

◆ 酒田市ウミネコ繁殖地再生委員会を設置し、繁殖阻害要因の

特定に向けて調査準備

⇒ モニタリング調査を実施し、有識者による対策の検討を

行っていく

◆ 飛島の野鳥観察情報の市ウェブサイトへの掲載、定期船乗り場

待合室への掲示等、バードウォッチングに係る情報発信を展開

⇒ 飛島など本県を舞台とするバードウォッチング漫画と

定期船とびしまのコラボ企画を展開し、一層のＰＲを行っていく

◆ 鳥海山・飛島ジオパークの周知を図るため、出前講座等の教育活動を実施

⇒ 日本ジオパーク再認定、ユネスコ世界ジオパーク認定に向け、更なる周知活動を展開

バードウォッチング漫画 × 
定期船とびしま コラボ企画



目標４関わりたい・気軽に行ける・暮らしたい島

（主な施策）

島の資源を活かした関係人口の創出・拡大

○ 関係人口の拡大に向けたイベントの開催

政策６多様な働き方・ライフスタイルに対応した人材の受入れ拡大

様々な主体との連携を通じた移住者の積極的な受入れ

○ コミュニティ機能維持に向けた移住者の
積極的な受入れの推進

○ 新たな移住者・定住者の住まい等確保の検討

（主な取組みの進捗状況と今後の展開方向）

◆ 移住体験等を通じて関係人口の創出・拡大や将来的な移住者の確保を図る事業を継続的に実施

⇒ 大学や企業などを対象として、テーマ型フィールドワークを実施

◆ 飛島を活動地域とする地域おこし協力隊１名を受入れ

（令和７年４月から活動）

⇒ 地域おこし協力隊の定着に向けて、関係課と連携して

サポートしていく

◆ 中古住宅・空き家の取得・改修に対する支援を実施

⇒ より使いやすい制度への拡充を検討していく

短期移住体験事業



～さらなる飛島の振興に向けて～

（主な施策）

特定有人国境離島地域への指定に向けた活動の強化

○ 飛島の「特定有人国境離島地域」への追加指定について、酒田市や全国知事会等と連携した

関係各所への要望活動の展開

政策７メリット措置の活用による地域社会の機能維持と振興

（主な取組みの進捗状況と今後の展開方向）

◆ 県と酒田市が連携し、内閣府への要望活動を実施

（令和６年３月22日 内閣府特命担当大臣あて）

◆ 追加指定に係る政府への施策提案を行うほか、全国知事会や北海道東北地方知事会等を

通じて指定要件の見直しを提言・要望

⇒令和８年度末に期限を迎える有人国境離島法について、飛島の指定及び期限の延長に向け、

引き続き政府や関係各所に提言・要望を行っていく
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